
春の交通安全運動の出発式
ジュニアポリスが啓発活動

　４月５日（木）に道の駅「藤樹の里あどがわ」で、
「春の交通安全運動出発式」を実施しました。
　平成 30 年春の交通安全運動に先立ち、警察官の
制服を着用した市内在住の子どもたちがジュニアポ
リスとなり、交通安全宣言や訪れた方への啓発活動
を行いました。また、警察車両などによるパトロー
ルカーの出発や啓発活動を実施し、市民の交通安全
意識の向上を図りました。
　これからも交通ルールの順守と、みんなにやさし
い運転を心がけましょう。

（“セーフティーたかしま”交通安全推進協議会）

伝統産品（ちぢみ・帆布）を海外へ
海外販売戦略の報告会

　３月 15 日（木）に高島の伝統産品である「高島
ちぢみ」および「高島帆布」の海外販売戦略事業の
全体報告会が開催されました。
　報告会では事業者を中心としたプロジェクトチー
ムのメンバーが主体となって、平成 29 年度に市場
調査を行った台湾・マレーシアの成果を報告して
いただきました。その後は、平成 27 年度から平成
29 年度までの３年間の事業総括を行い、今後の「高
島ちぢみ」、「高島帆布」の事業展開について有意義
な意見交換が行われました。（商工振興課）

マレーシアでのファッションショー（左）と
　　　　　　　　　　　　　　　台湾での催事（右）

市内のウエイトリフティング選手
全国各地の大会で大活躍！

　３月８日（木）に埼玉県で第 38 回全日本ジュニアウエイトリフティン
グ選手権大会が行われ、女子 90kg 級で伊礼 遥さんが優勝されました。
　さらに、３月 27 日（火）に石川県で行われた第 33 回全国高等学校選抜
ウエイトリフティング競技選抜大会で北村 将記さんが優秀な成績を収めら
れました。（市民スポーツ課）

～たかしまの山岳事故の防止へ～
山岳パトロールを実施！！

　４月 26 日（木）
に高島市山岳パト
ロールを実施しま
した。「高島市山
岳遭難防止対策協
議会」では、登山
シーズン到来直前
に、毎年山岳パト
ロールを行ってい
ます。今年は朽木
の蛇谷ヶ峰をパト
ロールし、登山道
中の危険個所の把
握やレスキューポ
イントの確認を行いました。また、道迷いの防止対
策として、しるしの設置や枝払いなども実施しまし
た。
　登山の際は、登山道の地図の携帯等十分に準備を
行ってから入山しましょう。（観光振興課）

連携協議会が発足
高島トレイルの魅力発信へ！

　３月 28 日（水）
に高島トレイル連
携協議会が発足し
ました。
　 こ の 協 議 会 で
は、行政や民間企
業などが相互に連
携し、高島の豊か
な自然環境を活用
した自然体験型観
光を推進すること
で、多くの観光客
や登山客を迎える
ことを目的として
います。
　トレイルルートをはじめ、高島が有する山々の調
査や整備を行い、国内外に向けて高島トレイルの魅
力を発信していきます。（観光振興課）

企業版ふるさと納税で
小中学校のICT環境を整備

　３月 30 日（金）に、兵庫県朝来市にあるサンポ
リマー株式会社から、昨年に引き続き企業版ふるさ
と納税として 1,000 万円をご寄付いただきました。
　寄付金は、内閣府の地域再生計画の認定を受けた、
小中学校の ICT 環境の整備事業（主にタブレット
端末など）に活用しました。さらなる子どもたちの
学力や地域愛着の向上に役立てていきます。

（総合戦略課）

ＩＣＴ機器を活用した授業のようす

多くの観光客たちでにぎわうふれあい広場

メタセコイア並木新緑まつり
マキノピックランドが大盛況！

　４月 28 日（土）から５月６日（日）まで、ゴー
ルデンウィークに合わせて、マキノピックランドで

「メタセコイア並木新緑まつり」が開催されました。
　期間中は、「並木新緑フォトコンテスト」や「メ
タセコイアマーケット」、「並木新緑コンサート」な
どさまざまなイベントが催され、インスタ映えする
スポットを一目見ようと訪れた観光客たちでにぎわ
いました。（企画広報課）

名　前 階　級 成績

中里　梨花（安曇川）
びわこ成蹊スポーツ大学

女子
58kg 級 ８位

岸田　園加（高島）
安曇川高校

女子
69kg 級 ７位

伊礼　遥（高島）
びわこ成蹊スポーツ大学

女子
90kg 級 優勝

中村　夏樹（高島）
びわこ成蹊スポーツ大学

男子
105kg 超級 ６位

【第 38回…全日本ジュニア
　　　　　　　ウエイトリフティング選手権大会】

【第 33回全国高等学校選抜
　　　　　　ウエイトリフティング競技選抜大会】

名　前 階　級 成績

北村　将記（高島）
安曇川高校

男子
105kg 超級 ６位
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LIFE!!LIFE!!たかしまたかしま
地域おこし協力隊として帰ってきた中澤です！

ただいま！　

　平成 29 年度末で卒隊を迎えた第１期地域おこし協力隊
に引き続き、平成 30 年度から新たに第２期の地域おこし
協力隊員が着任しました。
　これから市を盛り上げるためにさまざまな活動に取り組
んでいきます。

氏　名：中澤　勇太
年　齢：22 歳
出身地：東京都
経　歴：緑のふるさと協力隊（朽木）
　　　　（平成 28 年度）
着任日：平成 30 年５月１日
活　動：今津西地区を中心に活動
　　　　（その他市内各地でも活動予定！）

プロフィール

地域の方がみんなで

住居を用意してくれました！

福井市長にあいさつをし

決意を述べてきました！

地域の皆さんに初めましての
あいさつをしました！

みなさん、こんにちは。
　５月から地域おこし協力隊として着
任しました中澤です。
　実は２年前に緑のふるさと協力隊と
して１年間朽木地域に住んでいまし
た。その後、東京へ戻りましたが、毎
日のように満員電車に乗り、１日のほ
とんどをデスクワークで終える中、『自
分に合った生活とは何なのか。』と考
えたとき、高島市で暮らした日々を思
い出しました。“高島市へ帰りたい！”
という思いを抱き、今回、地域おこし
協力隊として高島市へ戻ってくること
ができました。
　新たな地域に入りましたので、また
一から高島市を知るつもりで活動して
いきますので、よろしくお願いします。

中澤隊員の

           コメント

お世話になる
角川区の皆さん

　若者が来たことで、自分の子どもが帰ってきてく
れたような感覚です。中澤くんには、区のサロン活
動や竹細工の普及に期待をしています。竹細工は、
将来的には角川区の名物にしていきたいので、若者
の柔軟な発想を取り入れて、区に新たな風を巻き起
こしてほしいと思います。

受け入れる角川区のコメント
「地域おこし協力隊が角川区に入って…」

　たかしま「ら」しく、いき「い」きと、「ふ」るさとで。
　たかしまの良さを生かし、暮らし、働き、学び、育ち合う。そんな活動や知恵、人や想いを紹
介し、つなげるページです。皆さんも自分流の「たかしまＬＩＦＥ」を見つけてみませんか？

マキノ東小学校区編

▼アンケート結果の一部を紹介します　▼アンケート結果の一部を紹介します　

▼アンケートワークショップの流れ▼アンケートワークショップの流れ

区やご近所の雰囲気
清掃などの共同作業
イベントやサロンの場

Ａ～Ｚで地域の宝探し！ みんなで「ワイワイガヤガヤ」アンケートづくり

Ｑ１．どのように感じていますか？

集落を考えるアンケートワークショップ　Ｖｏｌ．１

「たかしまＬＩＦＥ」とは・・・「たかしまＬＩＦＥ」とは・・・
ラ　イ　フ

　全国的に少子高齢化が進み、道路や水路の清掃
作業など、そこに住み続けるために必要な活動や、
祭り・運動会といった文化や技能の伝承が十分に
行えなくなるなど集落機能が低下しています。
　市内においても、そのような地域も見受けられ
るようになってきたことから、住民自らが地域の
現状を知り、集落に住むみんなで課題を見つけ、
今後の集落運営の仕組みについて考えることが必
要です。

　昨年度は、アンケートづくりを通して考える「ア
ンケートワークショップ」という手法を使って、
マキノ東小学校区の地域の皆さんと取り組みまし
た。
　区・自治会から推薦していただいた住民の方で
構成する「これからのマキノを考えるアンケート
ワークショップ委員会」では、アンケート内容の
検討・作成ワークショップを行い、地域の中学生
以上の全員を対象にアンケートを実施しました。

Ｑ２．これから何が必要だと思いますか？

イノシシやサルなどの獣害対策
医療や介護を受ける環境
日常の買い物

地域の現状を知っ

て、課題と資源に

ついて考える

将来の地域を考え

るためのアンケー

トづくり
アンケートの実施

アンケート調査

結果報告会の開催

良い所 悪い・不安なところ 高齢でも安心して買い物や通院が
できること
安心して暮らせる地域であること

（防犯対策）
災害に強い地域であること

１位

２位

３位
　平成 30 年度は、今津西地域（保坂、椋川、角川、天増川、杉山）を対象に、アンケートワークショップを
実施する予定をしています。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

市
川
さ
ん

清
水
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ん

中
河
さ
ん
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【連絡先】
高島運輸㈱
安曇川町五番領 151-1

（32）0270
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４
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こ
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環
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さ
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引
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高
島
運
輸
㈱
に
持
ち
込
ん
で
い
た

だ
く
際
に
は
、
事
前
に
郵
便
局
で
リ

サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
て
い
た
だ

き
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
と
と
も
に
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
持
ち
込
ん
で
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
高
島
運
輸
㈱
に
ご
自
身
で

持
ち
込
め
な
い
場
合
は
、
郵
便
局
で

リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、
高
島
運

輸
㈱
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
運
搬
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

６月は食育月間です。
また、毎月 19 日は食育の日です。

食生活はさまざまな人々の活動に
支えられていることに感謝して、
毎日の食事をいただきましょう。

問 学校給食課　 （32）1716

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
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市
内
に
は
４
つ
の
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校
給
食
セ
ン
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が
あ
り
、
１
日
約
４
，
０
０
０
食

の
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を
作
っ
て
い
ま
す
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市
で
は
、
食
育
の
観
点
か
ら
給
食
に

地
場
産
野
菜
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
左
表
の
と
お
り
今
で

は
、
重
量
ベ
ー
ス
で
40
％
を
超
え
る
地

場
産
野
菜
を
使
用
し
て
い
ま
す
。（
食

材
の
品
目
ベ
ー
ス
で
は
、
県
下
平
均

28
・
５
％
、
高
島
市
35
％
）

　
現
在
、
地
場
産
野
菜
を
提
供
い
た
だ

い
て
い
る
生
産
者
の
方
は
約
40
人
で
、

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
学
校
給
食
セ

学校給食における地場産野菜の使用率の推移学校給食における地場産野菜の使用率の推移

ン
タ
ー
に
届
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
「
顔
が
見
え
て
安
心
」
な
野

菜
を
給
食
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
お
米
は
高
島
市
産
の
環
境
こ

だ
わ
り
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
大

豆
、
鶏
卵
、
生
し
い
た
け
、
も
ち
米
に

つ
い
て
も
、
地
場
産
使
用
率
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
状
況
で
す
。

▼
給
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る
地
場
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な
す
・
大
根
・
小
松
菜
・
白
菜
・
玉

ね
ぎ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
葉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が

い
も
・
人
参
・
ほ
う
れ
ん
草
・
南
瓜
・

さ
つ
ま
い
も
・
き
ゅ
う
り
・
青
ピ
ー
マ

ン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

（重量ベース）

安 安全 心

交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（平成 30 年４月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（平成 30 年４月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 22 件 ー 12 件
死 者 数 １人 ０人
傷 者 数 26 人 ー 22 人

発生場所 件　数
マ キ ノ ４件
今 津 ３件
朽 木 ２件
安 曇 川 ８件
高 島 ３件
新 旭 ２件

※概数

火　災 件　数 累計（１月～）
建 物 ２件 ７件
車 両 ０件 ０件
林 野 １件 １件
そ の 他 ２件 ７件

救　急 件　数 累計（１月～）
交通事故 17 件 48 件
一般負傷 28 件 137 件
急 病 146 件 660 件
そ の 他 31 件 126 件

救　助 件　数 累計（１月～）
火 災 ０件 １件
交通事故 ２件 ７件
水難事故 ０件 ０件
そ の 他 ２件 ４件

●月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.065μSv/h 0.058μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.034μSv/h 0.034μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.061μSv/h 0.060μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.045μSv/h 0.042μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.059μSv/h 0.056μSv/h

新　旭（高島市役所北側玄関前）
0.046μSv/h 0.062μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※平常時の値はおおむね0.2μSv/h以下です。

問ごみ減量対策課　 （25）8123
　環境政策課　　　 （25）8104

　

高
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、
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よ
り
開
設
さ
れ
た
饗
庭
野
演
習
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が
所
在
し
、
ま
た
、
そ
の
後
の
昭
和

27
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に
は
、
陸
上
自
衛
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今
津
駐
屯

地
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屯
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が
、

そ
し
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、
昭
和
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航
空
自
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、
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３
０
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を
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で
き
ま
し
た
。

　

万
一
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
に
は
救
助
活
動
も
展
開
い
た
だ
い

て
お
り
、
練
度
を
高
め
る
た
め
日
々

厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
で
、
国
の
防
衛
大
綱

に
は
、
現
在
全
国
に
配
備
さ
れ
て
い

る
約
７
０
０
両
の
戦
車
を
３
０
０
両

に
削
減
し
、
ま
た
、
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
（
平
成
26
～
30
年
度
）
で
は
、

北
海
道
お
よ
び
九
州
以
外
に
所
在
す

る
戦
車
を
廃
止
す
る
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
年
内
に
も
新
た
な

防
衛
大
綱
な
ら
び
に
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
中
で
具

体
的
方
針
が
示
さ
れ
る
事
に
な
る
予

定
で
す
。
同
時
に
、
戦
車
大
隊
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
今
津
駐
屯

地
の
部
隊
再
編
が
検
討
さ
れ
て
い
る

と
の
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

過
日
、
小
野
寺
防
衛
大
臣
を
は
じ

め
と
し
ま
し
て
防
衛
省
の
各
幹
部
の

方
々
に
対
し
ま
し
て
、
今
回
の
見
直

し
に
お
い
て
は
、
市
に
所
在
す
る
自

衛
隊
の
よ
り
一
層
の
体
制
維
持
・
強

化
に
特
段
の
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
強
く
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

今
津
駐
屯
地
に
は
、
皆
さ
ん
の
安
全

安
心
な
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参

加
な
ど
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
積
極

的
に
貢
献
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

自
衛
隊
と
共
に
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問…地域包括支援課
　…（地域包括支援センター）
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（25）5490

６
月
４
日
〜
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す◆

歯
周
病
に
よ
る
体
へ
の
影
響

　
歯
周
病
が
悪
化
・
進
行
す
る
と
お

口
の
中
の
歯
周
病
菌
が
体
の
中
に
入

り
、
全
身
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
歯
周
病
を
予
防
・
治
療
す
る
こ

と
は
病
気
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
の

で
す
。

（
歯
周
病
が
引
き
起
こ
す
病
気
）

糖
尿
病
・
肺
炎
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・

認
知
症
な
ど

　
お
口
の
健
康
と
体
の
健
康
を
守
る
た

め
に
生
活
習
慣
を
整
え
ま
し
ょ
う
！

　
そ
の
た
め
に
は
、
健
康
診
断
、
歯
周

病
検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
病
気
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
！

　40歳、50歳の 
方には歯周病検診
の受診券を送って
います。ぜひご活用 
ください。

〜
認
知
症　

み
ん
な
の
笑
顔
で　

支
え
よ
う
〜

助
成
対
象
者
は
？

高
島
市
に
住
所
が
あ
る
概
ね
65
歳

以
上
の
認
知
症
高
齢
者
（
若
年
性

認
知
症
の
方
を
含
む
）
で
、
行
方

不
明
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
。

※
「
認
知
症
（
疑
い
）
の
方
の
一

人
歩
き
（
徘
徊
）
に
対
す
る

事
前
登
録
」
が
必
要
で
す
。

※
病
院
入
院
者
、
介
護
保
険
施
設

な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除
き

ま
す
。

※
平
成
30
年
４
月
以
降
の
新
規
の

契
約
者
に
限
り
ま
す
。

助
成
内
容
は
？

位
置
探
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

の
初
期
導
入
費
用
（
加
入
料
金
・

　
市
で
は
、
認
知
症
で
行
方
不
明
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
の
情
報
を
事
前
に

登
録
（
申
出
制
）
し
、
日
頃
の
見
守
り
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
行
方
不
明

時
に
地
域
の
方
々
や
、
警
察
な
ど
と
連
携
し
早
期
発
見
・
保
護
の
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
認
知
症
高
齢
者
位
置
探
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
利
用

助
成
事
業
を
開
始
し
、
行
方
不
明
時
に
よ
り
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
の
方
へ
の
支
援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
位
置
探
索
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
利
用
を
助
成
し
ま
す

充
電
器
な
ど
）
を
助
成
し
ま
す
。

※
月
ご
と
の
利
用
料
と
位
置
検
索

利
用
料
な
ど
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

助
成
申
請
の
手
続
き
方
法
は
？

最
初
に
、
地
域
包
括
支
援
課
職
員

が
聞
き
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
歯
と
歯
ぐ
き
は
健
康
で
す
か
？

　
年
に
１
～
２
回
は
定
期
的
に
歯
科
検

診
を
受
け
て
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

意
外
と
知
ら
な
い

生
活
習
慣
と
歯
周
病
の
関
係

◆
歯
周
病
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣

▼
喫
煙
・
ス
ト
レ
ス

　
　
歯
肉
の
血
行
不
良
を
引
き
起
こ

し
、
抵
抗
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

▼
食
習
慣

　
　
不
規
則
な
食
生
活
は
、
歯
周
病

の
原
因
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
を
増
殖

さ
せ
や
す
く
し
ま
す
。

問高島市民病院　 （36）0220

問保険年金課　　　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789とるからあ国 保 年 金

　平成 30 年４月分から平成 31 年３月分まで
の国民年金保険料は、月額 16,340 円です。
　保険料は、日本年金機構から届く納付書で、
金融機関・郵便局・コンビニで納めることがで
きます。また、クレジットカードによる納付や
インターネットなどを利用しての納付、そして
便利でお得な口座振替もあります。

納付期限は…
　各月の国民年金保険料は、その月の翌月末が
納付期限です。※月末が休日の場合、翌営業日
が納付期限になります。
　保険料は、各月の納付書に記載のある「納付
期限」までに納めてください。

まとめて前払いでお得に納付
　日本年金機構から届く納付書には、各月の納
付書以外に「まとめて前払い」すると保険料が
割引になる前納用納付書が同封されています。
　前納用納付書は、納付書に記載のある「使用
期限」を経過すると使用できませんので、ご注
意ください。

　国民年金は老後を支える終身保障です。
　また、障害基礎年金や遺族基礎年金の支給も
あります。
★障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取るため

には、障害の程度や遺族の範囲などのほかに、
保険料の納付要件があります。保険料の納め
忘れにご注意ください。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

かかりつけ医を受診された
患者さんがより専門的な医
療が必要な場合、高島市民
病院へ紹介いただき、適切
な医療を提供します。症状
が安定すればかかりつけ医
に引き継ぐことで住み慣れ
た地域で安心して暮らして
いただけるよ
う切れ目のな
い医療を提供
します。

二次救急医療機関として
の、24 時間の救急体制を
とっています。

高島市民病院に入院され
る間も、かかりつけ医の
先生が当院の医師と共同
して治療を行う事ができ
る開放型病床を設けます。

地域の医療従事者を対象
に、資質向上のため、複
数の職種による研修会や
症例検討会を開催します。

かかりつけ医からの依頼を
受け、ＣＴやＭＲＩなどの
医療設備を
用いた検査
を実施して
います。

　
高
島
市
民
病
院
は
、３
月
27
日（
火
）

に
滋
賀
県
知
事
か
ら
「
地
域
医
療
支

援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
患
者
さ
ん
の
定
期
的
な
診
察
や
投

薬
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理
は
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
に
て
行
い
、
入
院

や
専
門
的
な
検
査
・
手
術
な
ど
が
必

要
な
場
合
に
は
地
域
医
療
支
援
病
院

で
あ
る
高
島
市
民
病
院
が
行
う
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
機
能
と
役

割
を
分
担
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
適

切
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と
は

　

紹
介
患
者
に
対

す
る
医
療
提
供
、

医
療
機
器
等
の
共

同
利
用
の
実
施
な

ど
を
通
じ
て
、
第
一
線
の
地
域
医
療

を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医
を
支
援
す

る
能
力
を
備
え
、
地
域
医
療
の
確
保

を
図
る
病
院
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
構

造
設
備
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
知
事
が
個
別
に
承
認
す
る

も
の
で
す
。

かかりつけ医との連携救急医療体制

登録医との共同診療

研修会の実施

医療機器や設備の

共同利用

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
ま
し
た

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
ま
し
た

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
ま
し
た

高島市民病院
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問健康推進課　 （２５）８０７８
　　　　　　　 （２５）５６７８

kenko@city.takashima.lg.jp


